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EISCAT KST UHF/VHFレーダー及び CUTLASSレーダー、ALISやトロムソにおける各種イメージャー、れいめい衛
星（粒子及び光学観測機器）を組み合わせた北欧でのオーロラ総合観測を 2007年 10-12月の新月前後に合計約 50回実
施した。本発表では、このオーロラ総合観測の主目的の一つである夜側オーロラ帯で発生する電離圏イオン上昇流とオー
ロラとの対応関係についての初期結果を報告する。
極域電離圏イオン上昇流は、磁気圏からのソフトな粒子の降り込みや熱の流入、電離圏電場の増大などをエネルギー

源として発生し、その一部は更なる加速を受けて磁気圏へのイオン流出へと繋がっていると考えられている。しかしな
がら、上記の各種エネルギー源の相対的な重要性や、熱的イオンから超熱的イオンへの加熱・加速のプロセスは、必ず
しも明らかにされていない。そこで本研究では、電離圏イオン上昇流と各種オーロラとの対応関係を調べることにより、
エネルギー源の違いによるイオン上昇流の特徴の相違点を明らかにすることを目的としている。

2007年 10-12月に実施したオーロラ総合観測では、EISCAT KST UHFレーダーを沿磁力線方向に、EISCAT VHFレー
ダーを鉛直上向きに向けて同時に観測することにより、2地点での熱的イオンの加熱・加速の特徴が各種光学観測の視野
内で捕らえられている。各種光学観測の内、特にトロムソにおける広視野 TVイメージャー観測では、EISCATレーダー
視野付近のオーロラアークやディフューズオーロラなどのオーロラの相対的な位置関係が得られる。さらにれいめい衛
星通過時には、超熱的イオンの時間・空間分布の情報や波長毎のオーロラ発光分布の時間変動の情報が得られた。本発
表ではこれらの観測データを用いた初期結果を報告すると共に、イオン上昇流の特徴の相違点を引き起こす要因につい
て議論する予定である。


